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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ０ ３ 回  

２ ０ ２ ５ 年 ８ 月 ２ ２ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：クラブ協議会 

担  当：クラブ戦略委員会      ６０周年について 

テーマ：サラリーマン２０周年   

担 当：職業奉仕委員会   卓話者：上村真一会員 
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ０ ２ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  市 原 正 男  

 
「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 我 は 海 の 子 」  斉 唱  
 
「 四 つ の テ ス ト 」  唱 和  
 

会 長 挨 拶     会 長  中 島 貞 好  

 
皆 さ ん 、 こ ん に ち は 。  

今 月 も 例 会 に ご 出 席 い た だ き 、 誠 に あ り が
と う ご ざ い ま す 。  
 

さ て 、 ロ ー タ リ ー に お い て ８ 月 は 「 会 員 増
強 ・ 新 ク ラ ブ 結 成 推 進 月 間 」 と さ れ て い ま
す 。 ロ ー タ リ ー の 未 来 は 、 ま さ に 会 員 一 人
ひ と り の 力 に か か っ て い ま す 。 新 た な 仲 間
を 迎 え 入 れ る こ と は 、 私 た ち の 活 動 を よ り 豊
か に し 、 地 域 社 会 へ の 貢 献 の 幅 を 広 げ る こ
と に 直 結 し ま す 。 と は い え 、 単 に 会 員 数 を
増 や す だ け で は 意 味 が あ り ま せ ん 。 新 し い

仲 間 が 「 こ の ク ラ ブ に 入 っ て 良 か っ た 」 と 心
か ら 感 じ ら れ る よ う な 、 温 か く 、 活 発 で 、 意
義 あ る ク ラ ブ 運 営 を 目 指 す こ と が 大 切 で
す 。 既 存 の 会 員 同 士 も 改 め て 交 流 を 深 め 、
お 互 い の 奉 仕 の 情 熱 を 再 確 認 す る 機 会 と
し た い も の で す 。 ま た 、 若 い 世 代 へ の ア プ
ロ ー チ や 多 様 な バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 持 つ
方 々 と の 連 携 も 、 今 後 の ロ ー タ リ ー の 発 展
に は 欠 か せ ま せ ん 。 私 た ち の ク ラ ブ の 魅 力
を 、 も っ と 外 に 発 信 し 、 広 げ て い く 工 夫 が 求
め ら れ ま す 。  

 
今 月 は 、 ク ラ ブ 全 体 で 「 会 員 増 強 」 を テ

ー マ に 、 ア イ デ ア を 出 し 合 い 、 行 動 に 移 し
て い き ま し ょ う 。 一 人 で も 多 く の 方 に ロ ー タ
リ ー の 素 晴 ら し さ を 知 っ て も ら え る よ う 、 皆 さ
ま の お 力 添 え を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 
暑 い 日 が 続 き ま す が 、 ど う か ご 自 愛 く だ

さ い 。 引 き 続 き 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た
し ま す 。  
 

幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  
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【 理 事 会 報 告 】  
・ 外 国 籍 生 徒 に よ る 「 私 の 主 張 」 協 賛  
・ ク ラ ブ 旗 更 新  
・ ８ / １ ８ レ ジ ー ナ さ ん 来 日 出 迎 え  
・ 2 0 2 5 年 度 規 定 審 議 会 報 告 会 開 催 。 会 長
幹 事 、 会 長 エ レ ク ト 、 副 幹 事 で 参 加 。  
・ R 財 団 セ ミ ナ ー 開 催 。 会 長 幹 事 、 R 財 団 委
員 長 参 加 。  
・ 管 理 運 営 統 括 セ ミ ナ ー 開 催 。 関 係 委 員 会
の 委 員 長 参 加 。  
 
 

皆 出 席 表 彰  
直 前 出 席 委 員  上 村 真 一 、 鈴 木 健 治  

 
2 0 2 4 - 2 5 年 度 皆 出 席 の 表 彰 で す 。  

１ 年 表 彰  君 塚 欣 哉 会 員 ( 1 9 年 )   

朝 戸 健 夫 会 員 ( 9 年 )  

田 村 隆 治 会 員 ( 9 年 )  

 

委 員 会 報 告  
 
青 少 年 奉 仕 委 員 会   委 員 長  稲 山 雅 治  
 
レ ジ ー ナ さ ん 出 迎 え  

８ / ２ ３ ( 土 ) １ ６ ： １ ５ 到 着  
羽 田 空 港 第 ３ タ ー ミ ナ ル １ ６ ： ０ ０ 集 合  
沢 山 の 会 員 の 方 に ご 参 加 頂 け れ ば と 思 い
ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 杉 会 員 ・ 佐 久 間 会 員  

安 宅 会 員  
結 婚 記 念 日 ： 安 宅 会 員  

 

例 会 行 事    
 

会 員 増 強 委 員 会    委 員 長  宮 田 愼 吾  

 
 当 ク ラ ブ は 来 年 度 ６ ０ 周 年 記 念 を 迎 え る
歴 史 と 伝 統 の あ る ク ラ ブ で す 。 そ れ だ け に
マ ン ネ リ 化 し 易 い と も 言 え ま す 。 従 っ て 新 会
員 を 増 強 し て 革 新 を 計 り 、 活 性 化 と 奉 仕 活
動 の 担 い 手 を 得 て 、 ク ラ ブ の 継 続 性 を 計 る
事 が 重 要 で あ る と 思 い ま す 。 そ の た め に
は 、 会 員 の 皆 様 か ら の 多 く の 入 会 適 任 者 の
推 薦 や 候 補 者 の 情 報 提 供 を お 願 い 致 し ま
す 。  
 
 そ れ で は 、 入 会 候 補 者 の 入 会 手 順 に つ
い て お 話 さ せ て 頂 き ま す 。  
 
① 会 員 は 推 薦 し た い 人 が い る 場 合 、 入 会 候
補 者 推 薦 書 ( 様 式 １ 号 ) を 幹 事 に 提 出 し て 下
さ い 。 ( 昔 は 推 薦 者 は 会 員 ２ 人 連 名 で 署 名 し
た 様 に 思 い ま す が 如 何 だ っ た で し ょ う か )  

こ の 時 点 で の 候 補 者 推 薦 で は 、 入 会 否
決 の 場 合 も 有 り ま す か ら 、 原 則 的 に は 本 人
の 入 会 意 向 確 認 等 を 避 け な い と 以 後 関 係
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悪 化 を 来 す 恐 れ が あ り ま す の で 注 意 が 必
要 で す 。 ま た 個 人 情 報 の 観 点 を 踏 ま え て 、
当 人 の 情 報 だ け に 止 め て 家 族 等 の 記 載 は
い り ま せ ん 。  

 
② 幹 事 は 提 出 さ れ た 推 薦 書 を 会 員 選 考 委
員 会 、 職 業 分 類 委 員 会 を ( 2 0 2 1 - 2 2 年 度
か ら ) 兼 任 し て い る 会 員 増 強 委 員 会 に 回 送
し 、 暫 定 的 な 予 備 審 査 を 依 託 し ま す 。 選 考
委 員 会 は 予 備 審 査 の 可 否 等 を 記 し ま す 。
職 業 分 類 委 員 会 は 定 款 第 ９ 条 、 第 １ 節 ・ 第
２ 節 及 び ク ラ ブ 細 則 第 ９ 条 、 第 １ 節 ( b ) に 準
拠 し て 提 出 書 類 に 記 さ れ た 分 類 の 適 否 、 ま
た は 妥 当 な 職 業 を 明 記 し て 幹 事 に 返 却 す
る 。 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は 一 人 一 業 種 に よ る 職
業 分 類 制 度 が 規 範 で あ り ま し た が 、 す で に
原 点 が 崩 れ て 増 強 一 辺 倒 の 感 じ が す る の
は 私 ば か り で し ょ う か 。 た だ ロ ー タ リ ー 会 員
の 規 範 と も 言 え る も の な の で 、 そ の 経 緯 を
書 籍 「 ロ ー タ リ ー の 基 礎 」 か ら 抜 粋 し て み ま
し た 。  
 

R C 創 設 時 に 【 一 人 一 業 種 に よ る 職 業 分
類 制 度 】 が 採 用 さ れ ま し た 。 し か し 閉 鎖 的 、
特 権 的 だ と い う 非 難 も あ り 、 よ り 多 く の 職 種
を 網 羅 す る 職 業 分 類 制 度 に 変 化 し 、 ま た
1 9 1 5 年 に ア デ ィ シ ョ ナ ル 会 員 制 度 ( 正 会 員
が 存 在 す る 場 合 、 同 業 種 は ア デ ィ シ ョ ナ ル
会 員 と な る ) 、 そ の 後 、 1 9 3 0 年 に パ ス ト サ
ー ビ ス 会 員 ( 現 役 を 離 れ た 人 ) 、 1 9 7 0 年 に
シ ニ ア ア ク テ ィ ブ 会 員 ( 会 員 歴 １ ５ 年 で 自 動
的 に シ ニ ア ア ク テ ィ ブ 会 員 に な る ) さ ら に
2 0 0 1 年 に 正 会 員 と 名 誉 会 員 の み に 整 理 さ
れ 退 職 者 も 職 業 分 類 を 維 持 で き 、 2 0 0 7 年
に 財 団 学 友 、 地 域 社 会 活 動 参 加 者 を 正 会
員 、 さ ら に 2 0 1 3 年 に は 仕 事 を し た こ と の な
い 人 、 ま た 仕 事 を 中 断 し て い る 人 、 専 業 主
婦 ( 夫 ) も 正 会 員 と な り ク ラ ブ 会 員 数 に 応 じ
て 同 業 者 数 が 制 限 さ れ て い た が 、 2 0 1 9 年
に 廃 止 と な っ た 。  
 
 創 設 時 の 親 睦 と 奉 仕 を 願 っ て の 「 一 人 一
業 種 制 」 は 完 全 に な く な り ま し た 。 た だ 、 現
在 は 多 様 な 会 員 の 発 掘 や 地 域 社 会 に 合 っ
た 会 員 勧 誘 と し て 「 職 業 分 類 」 だ け が 残 っ
て い る 。 こ の 分 類 も 業 種 別 か ら 専 門 分 野 別
に 変 化 し ク ラ ブ 独 自 に 設 け ら れ て い る 。  
 
 2 0 1 9 年 ま で の 同 業 者 数 の 制 限 が あ っ た
職 業 分 類 は 皆 さ ん 御 存 知 で し ょ う が 、 後 の た
め の 歴 史 と し て 記 し て お き た い と 思 い ま す 。  
 

 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 定 款 第 １ １ 条 職 業
分 類 、 第 ２ 節 - 制 限 。  

 
５ 名 ま た は そ れ 以 上 の 正 会 員 が い る 職 業

分 類 か ら は 、 正 会 員 を 選 出 し て は な ら な い 。
た だ し 、 会 員 数 が ５ １ 名 以 上 の ク ラ ブ の 場
合 は 、 同 一 職 業 分 類 に 属 す る 正 会 員 が ク ラ
ブ の 正 会 員 の １ ０ ％ よ り 多 く な ら な い 限 り 、
そ の 職 業 分 類 の 下 に 正 会 員 を 選 出 す る 事
が で き る 。 引 退 し た 会 員 は 、 そ の 職 業 分 類
に 属 す る 会 員 総 数 に 含 め て は な ら な い 。 選
出 に よ っ て ク ラ ブ 会 員 数 が 職 業 分 類 の 制 限
を 一 時 的 に 超 え る こ と に な っ て も 、 ク ラ ブ の
移 籍 会 員 ま た は 元 ク ラ ブ 会 員 、 ま た は ロ ー
タ ー ア ク タ ー あ る い は Ｒ Ｉ 理 事 会 に よ っ て 定
義 さ れ た ロ ー タ リ ー 学 友 の 職 業 分 類 は 、 正
会 員 に 選 出 さ れ る こ と を 妨 げ る も の で あ っ
て は な ら な い 。 会 員 が 職 業 分 類 を 変 更 し た
場 合 、 ク ラ ブ は こ れ ら の 制 限 に か か わ ら ず 、
同 会 員 の 会 員 身 分 を 新 し い 職 業 分 類 の 下
で 維 持 す る こ と が で き る 。  
 
 以 上 の よ う で あ り ま し て 、 昔 は 一 業 種 一 人
で し た か ら 、 増 強 す る た め に 業 種 を 細 分 類
し て 、 私 が 会 長 だ っ た 当 時 は １ １ ９ 分 類 表
記 し て い ま し た 。 例 え ば 金 融 業 で は 外 国 為
替 銀 行 、 商 業 銀 行 、 地 方 銀 行 、 都 市 銀 行 、
長 期 信 用 銀 行 、 信 託 銀 行 、 証 券 業 と ７ 分 類
し て い ま し た 。 そ し て 未 充 填 枠 の 職 種 の 候
補 者 を 探 そ う と い う 方 針 で し た 。 今 は 業 種
人 数 の 制 限 も 何 に も ま っ た く あ り ま せ ん が 、
職 業 分 類 が ロ ー タ リ ー の 原 点 と し て 残 っ て
い る の で 、 当 ク ラ ブ で も 大 切 に 守 っ て い た
だ き た い と 私 個 人 と し て は 思 っ て い ま す 。  
 
③ 幹 事 は 予 備 審 査 報 告 に 基 づ き 、 入 会 候
補 推 薦 者 ( 様 式 １ 号 ) か ら 必 要 事 項 を 「 新 入
会 員 受 入 の お 伺 い 」 に 転 記 し て 理 事 会 に
上 提 し 、 検 討 ・ 審 議 を 依 頼 す る 。  
 
 尚 、 幹 事 は 推 薦 手 続 の 記 録 簿 ( 様 式 ５ 号 )
に 推 薦 用 紙 を 受 理 し た 日 や 会 員 増 強 委 員
会 へ 書 類 を 移 送 し た 日 、 再 受 理 し た 日 、 理
事 会 へ 提 出 し た 日 や 承 認 、 不 承 認 を 記 載
す る ほ か 、 入 会 迄 の 記 録 を す る 。  
 
④ 理 事 会 で 入 会 が 承 認 さ れ た ら 通 称 、 全
員 お 伺 い と 称 さ れ る 「 新 入 会 員 受 入 の お 伺
い 」 を 全 員 に 回 覧 す る 。 被 推 薦 者 に つ い て
の 発 表 後 、 ７ 日 以 内 に 推 薦 に 対 し 、 理 由 を
付 記 し た 書 面 に よ る 異 議 申 し 立 て を 受 理 し
な か っ た 場 合 は 、 幹 事 は 推 薦 者 に 結 果 を
報 告 し て 入 会 手 続 き を 実 施 す る 。 入 会 、 承
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認 、 不 承 認 は 推 薦 書 の 提 示 後 ３ ０ 日 以 内 に
幹 事 を 通 し て 推 薦 者 に 報 告 し な け れ ば な り
ま せ ん ( 第 １ ３ 条 、 第 ３ 節 ) 。 不 承 認 の 場 合 、
理 由 は 非 公 開 と す る 。 近 年 、 個 人 情 報 保 護
法 が 厳 し く 、 秘 匿 情 報 等 を 大 勢 に 知 ら し め
る の は 問 題 が あ る と 思 わ れ る か ら で す 。  
 
 尚 、 異 議 に つ い て は 当 ク ラ ブ 所 定 の 異 議
申 し 立 て 書 ( 様 式 ３ 号 ) を 使 用 し た 書 面 を 受
付 け る 事 と し 、 口 頭 に よ る も の は 意 義 の 申
し 立 て の 効 力 を 発 生 し な い も の と す る ( 細 則
１ ３ 条 、 第 ５ 節 ) 。  
 
 た だ 書 面 に よ る 異 議 申 し 立 て は 書 面 が
後 々 ま で 残 る の で 異 議 申 し 立 て 者 は そ こ ま
で し た く な い 事 や 、 個 人 の 秘 密 情 報 が 後 に
知 ら れ 易 い た め に 、 書 面 の 提 出 は 行 わ れ
ず 従 来 口 頭 に よ る 不 承 認 を 受 付 け て 来 た 。  
 
⑤ １ 人 で も 異 議 の 申 し 立 て が あ っ た 場 合 、
理 事 会 は 次 の 理 事 会 に お い て 、 再 度 こ の
件 に つ い て 審 議 し 、 票 決 を 行 う も の と す る 。
異 議 の 申 し 立 て が あ っ た に も か か わ ら ず 、
入 会 が 承 認 さ れ た 場 合 は 、 被 推 薦 者 は ク ラ
ブ 会 員 に 選 ば れ た も の と み な さ れ 、 入 会 手
続 き が 進 め ら れ る 。  
 

し か し 当 ク ラ ブ 理 事 会 で は 、 継 続 審 議 事
項 と な る 事 は 何 度 も あ っ た こ と で し ょ う が 、
再 審 議 の 票 決 ま た 多 数 決 に よ っ て 個 人 が
承 認 さ れ た 前 例 を 知 り ま せ ん 。  

 
市 内 で 積 極 的 に 活 動 し て い る 人 ほ ど 、 知

名 度 が 高 く 、 確 率 的 に も 少 数 の 反 対 意 見 が
出 や す い で し ょ う し 、 逆 に 特 定 の 会 員 し か
付 き 合 い の 無 い 人 は 、 人 と な り も わ か ら ず
入 会 承 認 が 得 易 い と 思 わ れ る の で 、 再 審 議
の 承 認 も あ り 得 る の で は な い か と 言 う 意 見
も あ る よ う で す 。 た だ し 実 際 に 理 事 会 で 決
を 採 っ た 時 の ク ラ ブ の 分 裂 が 心 配 で あ る こ
と や 、 採 決 に よ っ て 入 会 し た 人 が 、 入 会 後
そ の こ と を 知 っ た 場 合 、 入 会 後 の こ と が 心
配 だ と い う 意 見 も あ り ま す 。  

⑥ 候 補 者 の 入 会 が 承 認 さ れ た ら 、 推 薦 者
は 初 め て 入 会 の 勧 誘 を 進 め 、 入 会 の 意 向
が 有 る よ う で あ れ ば 、 再 度 、 情 報 委 員 を 伴
っ て 面 会 し ロ ー タ リ ー の ３ 大 義 務 や 一 度 に
大 勢 の 親 愛 な る 知 人 が 出 来 る 特 典 な ど を
話 し て 勧 誘 を 入 会 確 約 に 導 く 。  
 
⑦ 入 会 金 等 の 受 領 を 済 ま せ 、 推 薦 者 ま た
幹 事 は 入 会 日 の 打 ち 合 わ せ を 行 い 、 会 員
名 簿 ( 様 式 ４ 号 ) に 既 婚 者 で あ れ ば 、 結 婚 記
念 日 、 配 偶 者 名 、 誕 生 日 、 ま た 会 員 の 職 業
分 類 を 再 確 認 、 公 表 の 承 諾 を 受 け て 入 会
式 に 臨 ん で 頂 く 。  
 
※ 当 ク ラ ブ は 単 年 度 制 の 欠 点 で も あ る 、 定
款 、 細 則 、 内 規 、 慣 例 事 項 ( 内 規 に 準 じ た
決 ま り だ と 思 い ま す が ) 、 申 し 送 り 事 項 な ど
が や や も す る と 伝 え ら れ て い な い よ う に も 思
い ま す の で 、 よ く 話 し 合 い ま し ょ う 。  
 
ニ コ ニ コ B O X ～         ￥ 2 8 , 0 0 0 -  
 
☆ 本 日 フ ォ ー ラ ム ご 協 力 下 さ い 。   宮 田  
☆ 宮 田 会 員 本 日 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
伊 藤 ・ 菊 川 ・ 寺 沢 ・ 杉 ・ 石 渡 ・ 永 田 ・ 栗 原  
中 島 貞 好 ・ 市 原 ・ 花 島 ・ 上 代 ・ 鈴 木 健 治  
朝 戸 ・ 山 浦 ・ 及 川 ・ 池 田 ・ 久 土 地 ・ 安 宅  
中 村 ・ 佐 々 木 ・ 三 井 ・ 稲 山 ・ 江 口 ・ 中 島 仁  
☆ 久 し 振 り で 申 し 訳 あ り ま せ ん 。  谷 田 貝  
☆ 先 週 欠 席 申 し 訳 あ り ま せ ん 。  君 塚  
☆ 彼 岸 花 祭 り へ の ご 協 力  

よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  杉 山  
 

友 愛 B O X ～         ￥ 1 6 , 0 0 0 -  
 
☆ ８ ４ 歳 に な り ま し た 。 ８ / ６ の 誕 生 日 に 骨 髄
の 髄 液 吸 入 と 生 体 採 取 を 受 け ま し た 。 杉  
☆ ７ １ 歳 に な り ま し た 。 ま だ ま だ 気 持 ち は  

若 く い た い で す 。  佐 久 間  
☆ ６ ９ 歳 の 誕 生 日 を 迎 え る 事 が 出 来 そ う で す  

１ 日 １ 日 を 大 事 に 長 生 き し た い で す 。 安 宅  
☆ ８ / ６ 何 回 目 か 忘 れ ま し た が 結 婚 記 念 日 を
迎 え る 事 が 出 来 ま し た 。  安 宅

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ８ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ９ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

８ / ８  ５ ４  ４ ８  ４ ２  8 7 . 5 0  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  花 島文成  副委員長 :寺 沢一三  
■出席委員長：大曽根  直※欠席の際は必ず月曜日迄に出席委員長に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1  F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0 )  


